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顎堤形態の解析では， 29症例の無歯顎患者について， H 1 P平面に垂直な前頭断面(第 1 大臼歯相
当部位)での形態の解析を行い，上顎顎堤部ならびに口蓋部の形態の特徴を表現する 19個の形態要素
を設定し，それらの中から統計処理により，個々の形態差を表現するのに最適な形態要素10個を抽出
した。
つぎに顎堤形態の解析を行った29症例を対象として，各症例の上顎第 1 大臼歯相当部位の計調n断面
をもとに，義歯を装着した状態を想定した有限要素モデルを作製し，義歯床校合平面の歯槽頂上およ
びその頬側ならびに舌側に荷重した際の徹密骨表層における最小主応力値に着目して解析を行った。
-482-
その結果，顎堤部義歯床下の徹密骨表層では最小主応力値はいずれの部位においても圧縮応力となっ
ていることが確認された。また，荷重位置にかかわらず，徹密骨表層での圧縮応力値は頬側部の方が
舌側部より大きい結果を示した。また，荷重位置が頬側になるほど圧縮応力値が頬側部で特に大きく
なる傾向があった。
顎堤形態の解析より得られた形態要素を説明変数とし，応力解析から得られた敏密骨表層における
圧縮応力値を目的変数として変数増減法による重回帰分析を行った結果頬側部の徹密骨表層におい
ては，両者の関係が重回帰式により表現できた。さらに，得られた重回帰式を外部モデルに応用した
ところ，その形態要素の値から算出された頬側の敏密骨表層における圧縮応力値は，有限要素法によ
り算出された実測値に近似し，特に高い精度で予測できたことから，形態要素より応力値を予測する
重回帰式には妥当性があるものと考えられた。
以上のように，臨床的に吸収などの形態的変化を多く生じる上顎顎堤の頬側部での応力値が予測で
きることは，人工歯の排列位置や付与する校合について検討する場合の参考になると考えられる。ま
た，顎堤の保全のためには，特定の部位の歯槽骨において応力の集中をきたすことなく，均等でより
小さい応力であることが必要と考えられるが，荷重位置を舌側に変化させることでその応力分布をよ
り均等化することが可能であったこと。さらに，頬側の敏密骨表層での圧縮応力値が大きくなること
が予測される症例に対しては，頬側から内方への側方荷重を加えることで，その応力が緩和できるこ
と。さらに，その際には荷重位置の違いによる応力値の変動幅も小さくすることができることにもな
る O いいかえると，人工歯の排列位置を頬側に位置させるのであれば，校合接触による荷重方向が内
方へ向くようにすることで頬側への応力の集中を回避できることがわかった。
本研究の結果より，形態要素より義歯を介して生じる残存組織内部の応力分布の様相を推測できる
ことが明らかとなったことから，人工歯排列の際にはこれらの形態要素を考慮して，排列位置ならび
に荷重方向を適切に設定することにより，義歯装着後の吸収が生じやすい上顎頬側部における圧縮応
力を抑制し，顎堤の保全を計ることの可能性が示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究はまず、上顎顎堤について形態解析を行い，義歯に加わった荷重の分散や歯槽骨内での応力の
分布に対して，形態的な差異がどのように関連しているかを明らかにし，その応力分布を人工歯の排
列位置により調整する方法について検討を行ったものである。
その結果，顎堤形態の違いを形態要素によって表現し，徹密骨での応力値は形態要素を変量とした
回帰式で表現できた。さらに，顎堤の吸収が著明な症例においてもその荷重位置と方向を変化させる
ことによりその応力分布を均等化することが可能となった。したがって，人工歯排列の際にはこれら
の形態要素を考慮して排列を行い，義歯装着後の吸収が生じやすい上顎頬側部における圧縮応力を抑
制し，顎堤の保全を計ることの可能性が示唆された。
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岡田政俊君の研究は，顎堤形態が義歯に加わった荷重の応力の分布にどのように関連しているかを明
らかにしたものであり，このことは，顎堤の保全を計ることを目的とした義歯の設計や人工歯排列の
基準の確立に歯科補綴学上重要な示唆を与えるものである。よって本論文は博士の学位を得るに十
分価値ある業績であると認めるO
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